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あ　と　が　き
　新春早々突然の首相交代と国会解散要求，住専問題処
理には何処がどれだけ責任を負うべきか，国民は一人当
たり税金から何円の負担になるのか等々の議論ばかり喧
しく，明るい話題を見つけにくいのですが，世間はどう
あれ，本学は創立80周年を迎える記念の年です．
　本号の巻頭言に愛知医科大学学長祖父江逸郎先生から
「長寿科学の振興と展開」と題する玉稿を戴けました．
21世紀が生き生きとした豊かな高齢化社会となるため
に，自然科学から人文科学に至るまでを総合的学際的に
統合する長寿科学という概念を振興・展開させる必要が
あります．長寿科学はその端緒を開いたばかりですが，
世界に冠たる長寿国の日本がこの分野に大いに力を注
ぎ，この巨大科学の世界のリーダーとなることへの期待
が述べられております．
　秋の総会シンポジウム「災害時における大病院の対応
を考える」の抄録を掲載しました．北海道東方沖地震，
阪神大震災，地下鉄サリン事件と相次いだ大災害の被害
者の診療経験と反省，そこから生まれた数々の具体的提
案がありました．貴重な発表が改善された統一システム
構築に発展すること，およびそのシステムの上の全教職
員が自己の役割を充分認識し，備えよ常に，という気構
えが芽生えるのでなければ総会は単なる，後の祭，にな
り果ててしまうのですが…　．なにやら，仏の前の経
を言う，御無礼をいたしました．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（遠藤任彦記）
幹事会（要旨）（平成7年11月）
1．臨床懇話会の報告があった．
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．
3．次期医学会幹事の選出報告があった
　　岩根久夫，内野善生，加藤治文，
　　小柳泰久，高山雅臣，林　徹
4．医学会総会当番教室の順序（平成8年～平成12年）
　が原案どおり承認された．
5．第137回医学会総会は，平成8年6月29日（土）に
　開催し，口演と展示を行うこととなった．
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